
の

再

現

|
|
社
甫
「
江
漢
」
を
讃
む
|
|

記

憶

ウ
ィ
リ
ア
ム
・

H
・
ニ
イ
ハ
ウ
ザ

l
-
K

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
デ
イ
ソ
ン
校

浅
田
雅
子
・
平
田
昌
司
語

京
都
大
事

杜
甫
が
詩
を
作
り
、
韓
愈
が
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
に
あ
た
っ
て

た
と
え
一
語
た
り
と
も
出
典
の
な
い
も
の
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、

の
ち
の
時
代
の
者
が
謹
書
の
量
が
不
充
分
で
あ
る
た
め
、
韓
愈

や
杜
甫
が
い
ろ
い
ろ
な
表
現
を
白
分
で
創
っ
た
と
言
う
の
で
あ

る
。
昔
の
、
丈
皐
作
品
を
書
け
る
人
た
ち
は
、
無
数
の
事
象
を

か
た
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
、
古
人
の
表
現
を
取

り
上
げ
、
そ
れ
を
筆
や
紙
で
形
に
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
霊

的
な
辰
砂
の
一
粒
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
銭
に
つ
け
ら
れ
る

と
そ
れ
を
黄
金
に
愛
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
(
老
杜
作
詩
，
退

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

之
作
文
，
無
一
字
無
来
慮
。
蓋
後
人
譲
圭
目
少
，
故
一
謂
韓
杜
白
作
此
語
耳
。

古
之
能
震
文
章
者
，
己
県
能
陶
冶
高
物
。
雄
取
卜
u
人
之
陳
言
入
於
翰
墨
，

①
 

如
霊
丹
一
粒
，
黙
銭
成
金
也
o
)

黄
庭
堅
(
一

O
四
五
l
一

一
O
五
)

「
洪
駒
父
に
答
え
る
手
紙

首

l土

i/' 

き

し

「
昔
の
、
丈
準
作
品
を
書
け
る
人
た
ち
(
古
之
能
億
文
章
者
)
」
と

黄
庭
堅
が
い
う
の
は
、
疑
い
な
く
主
に
唐
代
の
詩
人
た
ち
の
こ
と
を

さ
す
。
こ
れ
ら
の
詩
家
は
、
初
唐
に
存
在
し
た
四
千
篇
も
の
詩
(
六

朝
期
の
作
品
三
千
三
百
篇
、
及
び
「
詩
』
三
百
篇
、
「
古
詩
」
数
百
篇
、
そ

し
て
「
楚
辞
』
)
を
可
能
な
限
り
詰
ん
じ
る
こ
と
で
、
仲
間
た
ち
と
共

②
 

有
の
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
を
創
出
し
て
い
た
。
共
鳴

(
5
0
E
R巾)、

丈
瞳
的
借
用
、
そ
し
て
引
聡

E
5
5ロ
)
は
、
彼
ら
の
詩
歌
に
容
易

に
見
て
と
れ
る
。
そ
う
し
た
朕
態
は
、
黄
庭
堅
が
冒
頭
の
一
節
を
書

い
た
時
代
|
|
社
甫
(
七
三
了
七
七
O
)
の
死
か
ら
お
よ
そ
三
百
年

後
ー
ー
ま
で
に
根
本
的
に
嬰
化
し
た
。
杜
甫
自
身
(
現
存
す
る
詩

千
五
百
首
)
、
そ
し
て
李
白
(
詩
一
千
一
百
首
)
や
白
居
易
(
詩
三
千
一

百
首
以
上
)
が
、
唐
代
以
前
の
詩
人
全
て
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
多
く
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の
詩
を
作
っ
た
せ
い
で
、
問
題
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
宋

代
の
丈
人
に
と
っ
て
、
現
存
す
る
全
て
の
詩
作
品
を
唐
代
の
先
人
た

ち
同
様
に
記
憶
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
だ
っ
た
。
七
l
八
世

紀
の
詩
人
共
有
の
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
は
、
十
一
世
紀
の
詩
家
に

お
い
て
選
捧
的
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
へ
と
饗
わ
っ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
、
作
詩
、
あ
る
い
は
詩
を
謹
む
こ
と
に
、
新
た
な
方
法
を
も

た
ら
し
た
。
宋
代
の
文
人
は
、
自
分
の
好
み
に
あ
わ
せ
て
謹
む
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
黄
庭
堅
自
身
は
、
社
甫
を
崇
拝
し

て
い
た
。
ま
た
、
新
た
な
批
評
の
ジ
ャ
ン
ル
「
詩
話
(
詩
に
つ
い
て

の
語
り
こ
が
興
り
、

ど
う
い
っ
た
詩
を
誼
め
ば
よ
い
か
を
請
者
た

ち
に
薦
め
、
か
っ
そ
れ
ら
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
謹
む
べ
き
か
を
説
い

た
。
宋
代
に
お
け
る
杜
甫
の
讃
者
|
|
黄
庭
堅
の
よ
う
な
|
|
は
、

社
甫
や
彼
と
同
時
代
の
八
世
紀
の
詩
人
た
ち
が
有
し
て
い
た
よ
う
な
、

一
意
的
か
つ
包
括
的
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
を
、
意
識
に
再
現
す
る

」
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宋
代
の
詩
人
た
ち
は
選
揮

的
に
謹
ん
だ
の
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
こ
う
し
た
唐
代
の
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
を
再
現
し
、

唐
詩
の
誼
み
を
再
活
性
化
す
る
手
段
を
、
電
子
テ
ク
ス
ト
の
利
用
に

よ
っ
て
駆
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
黄
庭
堅

が
「
昔
の
、
丈
附
晶
子
作
品
を
書
け
る
人
た
ち
」
と
呼
ん
だ
著
者
た
ち
の

作
品
全
て
を
、
必
ず
し
も
謹
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
れ

ら
の
作
品
を
、
唐
代
の
詩
人
た
ち
の
よ
う
に
暗
請
し
た
こ
と
も
決
し

7
2
、a
o

f

f

、

て
手
旬
、
ν

才
人
，
刀

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
七

l
八
世
紀
に
存
在
し
た
「
共

有
の
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
」
に
類
似
し
た
も
の
の
再
現
を
手
助
け

し
て
く
れ
る
の
だ
。
本
稿
は
、
唐
代
の
謹
者
が
同
時
代
詩
人
の
作
品

を
ど
の
よ
う
に
謹
ん
で
い
た
か
を
、
現
代
の
誼
者
が
あ
る
程
度
ま
で

理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
電
子
テ
ク
ス
ト
で
検
索
し
た
詩
が
手
助

け
と
な
る
こ
と
を
示
す
試
み
で
あ
る
。

序

論

今
日
わ
れ
わ
れ
が
唐
詩
を
謹
む
方
法
は
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の

ア
メ
リ
カ
の
中
園
丈
島
子

研
究
史
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ア
メ

だ
ろ
う
か
つ

そ
れ
を
遮
べ
る
た
め
に
は
、

リ
カ
に
お
け
る
最
初
期
の
中
園
研
究
者
の
多
く
は
、
外
国
出
身
者
で

あ
っ
た
。
具
瞳
的
に
言
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
の
出
身
者
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
先
人
は
、

ハ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
同
日
戸
田
町
S
巳
B-



(
ド
イ
ツ
出
身
)
や
。
ヒ
ー
タ
ー
・
ブ
ッ
ド
パ

l
グ

H
U
2
2
出
C
C
(
己)巾
Hm

(
ロ
シ
ア
出
身
)
と
い
っ
た
人
び
と
で
あ
り
、
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
の

中
国
丈
島
子
研
究
の
草
創
期
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
。
た
だ
し
、
中

固
丈
島
T

の
分
野
に
お
け
る
巨
匠
は
、
中
園
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

イ
ェ

1
ル
大
皐
お
よ
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
墜
に
い
た
夏
志
清
の
叶

国
白
血
、

シ
カ
ゴ
大
撃
か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
皐
へ
移
っ
た
劉
若

愚
』
日
目
2

]

J

ヘ
-
F
E
で
あ
る
。
夏
氏
の

中
園
古
血

説

批

許
的
序
説
』
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
皐
出
版
局
、

恥
)
と
劉
氏
の
「
中
園
詩
の
技
法
』
(
シ
カ
ゴ
・
シ
カ
ゴ
大
挙
出
版
局
、

一
九
六
二
軒
)
に
は
、
西
洋
の
事
習
者
が
中
園
語
の
テ
ク
ス
ト
(
物
語

一
九
五
九

的
あ
る
い
は
詩
的
な
)
を
い
か
に
謹
む
か
手
ほ
ど
き
を
す
る
教
科
書
と

し
て
企
書
一
さ
れ
た
と
い
う
面
が
あ
る
。
こ
れ
ら
先
駆
的
入
門
書
が
出

現
し
た
の
は
一
九
六

0
年
代
初
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
フ
ラ

ン
ス
構
造
主
義
の
波
が
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
へ
と
到
達
し
て
い
た
時
期

だ
っ
た
。
中
園
詩
を
め
ぐ
る
劉
若
愚
の
方
法
は
、
あ
っ
さ
り
と
舞
蓋

を
明
け
渡
し
て
し
ま
う
。
ま
ず
高
友
工
と
梅
祖
麟
が

「
ノ

l
パ

⑥
 

ド
・
ア
ジ
ア
亭
報
』
に
護
表
し
た
創
造
性
を
秘
め
た
諸
論
文
へ
、

い
で
は
数
々
の
著
書
や
論
文
を
通
じ
て
二
十
一
世
紀
初
期
の
ア
メ
リ

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

カ
の
皐
生
た
ち
の
唐
詩
解
稗
に
多
大
な
影
響
を
輿
え
た
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
オ
ウ
ウ
ェ
ン

ω宮
古
}
見
出
。
唱
巾
ロ
へ
。

オ
ウ
ウ
ェ
ン
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
唐
詩
は
、

ふ
つ
う
詩
人
の
見
た

ま
ま
感
じ
た
ま
ま
の
記
録
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
甫
「
族
夜
書
懐

(
夜
に
放
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
書
く
)
」
に
つ
き
、
「
世
界
の
珠
兆

|
|
中
園
の
行
情
詩
に
お
け
る
意
味
」
で
、

オ
ウ
ウ
エ
ン
は
次
の
よ

う
に
注
記
す
る
。

杜
甫
の
言
葉
は
、

一
種
濁
特
な
日
記
の
書
き
込
み
の
よ
う
な

も
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
濃
密
さ
や
緊
張
感
、
ま
さ
に
そ

113 

の
瞬
間
に
起
こ
っ
た
経
験
を
表
象
し
た
と
い
う
貼
で
、
通
常
の

日
記
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
日
記
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
こ
の
詩
は
歴
史
的
経
験
の
記
録
だ
と
い
う
こ
と
を
保
詮
し

て
く
れ
る
。
正
確
な
時
間
、
正
確
な
場
所
、
正
確
に
な
に
が
ど

う
起
き
て
ど
う
な
っ
た
の
か
は
、
失
わ
れ
て
再
現
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
謹
者
は
詩
の
描
く
内
容

の
歴
史
的
員
賓
性
を
信
じ
、
あ
て
に
す
る
。
こ
の
詩
の
偉
大
さ

七コ

は
、
詩
的
創
造
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
あ
る
詩
人
が
、
そ
の
瞬

間
・
そ
の
場
面
に
出
曾
う
こ
と
の
で
き
た
幸
運
に
よ
っ
て
浮
上
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し
て
く
る
の
で
あ
る
。
(
傍
黙
は
筆
者
)
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オ
ウ
ウ
エ
ン
は
こ
の
種
の
詩
を
、

ワ
1
ズ
ワ
1
ス
の
註
山
「
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
l
橋
の
上
に
て
、

一
八

O
二
年
九
月
三
日
」
と
封
照
し
、

ワ
l
ズ
ワ
1
ス
の
詩
で
「
詩
の
言
葉
は
、
限
り
な
く
濁
自
性
を
も
っ

歴
史
上
の
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
存
在
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

な
に
か
別
の
も
の
、

テ
ム
ズ
川
に
浮
か
ぶ
船
舶
の
数
な
ど
全
く
意
味

を
持
た
な
い
深
み
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
の
深
み
は
と
ら
え

が
た
く
、
そ
の
豊
鏡
さ
は
永
遠
に
手
が
届
か
ず
、
こ
の
都
市
そ
の
も

の
の
よ
う
に
聞
か
れ
た
も
の
だ
」
(
同
書
十
四
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ
て
い

る
。
最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
オ
ウ
ウ
ェ
ン
は
以
下
の
信
僚
を
一
不
す
。

「
社
甫
の
護
者
に
と
っ
て
、
そ
の
詩
は
虚
構
で
は
な
い
。
そ
れ
は
歴

史
上
の
時
間
に
お
け
る
経
験
に
つ
い
て
の
、

一
回
性
の
事
賓
と
し
て

の
報
告
で
あ
る
」
(
同
書
十
五
ペ
ー
ジ
)
0

確
か
に
こ
の
よ
う
な
謹
解
法
が
有
殺
な
唐
詩
は
少
な
く
な
い
が
、

優
れ
た
詩
の
多
く
は
こ
の
考
え
に
は
馴
染
ま
な
い
。
こ
の
種
の
詩
は
、

高
友
工
と
梅
租
麟
が
「
想
像
的
言
語
表
現
を
支
配
」
す
る
「
快
楽
原

⑧
 

則
(
門
}
5
1
2
2
H
O
司ロロロ
1
0
)
」
と
名
づ
け
た
も
の
に
訴
え
か
け
る
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
優
れ
た
詩
の
一
つ
、
社
甫
の
「
江
漢
」
が
、
車

な
る
「
歴
史
上
の
時
間
に
お
け
る
詩
人
の
経
験
に
つ
い
て
の
事
賓
報

告
」
を
超
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
い
。
よ
り
豊
か
な
解

蒋
へ
と
い
さ
な
う
道
し
る
べ
は
、
唐
代
の
詩
人
が
誼
者
を
導
く
手
が

か
り
と
し
て
お
い
た
共
鳴
と
引
除
と
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
解
棒

②
 

は
、
「
澄
明
解
緯
(
山
宮
-
E口
ι
H
O
山
岳
口
町
)
」
と
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
「
擦
散
や
歪
み
な
し
に
、
光
が
最
大
限
に
透
過
す
る

こ
と
を
許
す
」
か
の
如
く
、
言
葉
の
意
味
そ
の
も
の
を
強
調
す
る
の

で
あ
る
。
引
喰
や
引
用
と
い
う
光
が
唐
詩
を
照
ら
す
こ
と
で
、
作
ら

れ
て
か
ら
十
三
世
紀
以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
珠
期
さ
れ
る
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よ
り
も
、
は
る
か
に
掻
散
や
歪
み
の
少
な
い
像
と
し
て
、
そ
の
テ
ク

ス
ト
が
目
に
見
え
て
く
る
。
こ
の
種
の
解
穫
は
、
早
く
か
ら
「
詩
の

意
味
は
、

し
ば
し
ば
こ
と
ば
の
外
に
表
れ
る
(
意
在
言
外
)
」
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
立
し
た
停
統
中
園
の
解
樗
者
の
み
な
ら
ず
、

ぬ一

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
ト
マ
ン
(
リ
}
岡
山
ユ
2
出
戸
江
田
山
口
や
グ
レ
ン
・
ダ

⑪
 

ド
ブ
リ
ッ
ジ

2
2
口
三
吉
正
常
の
よ
う
な
西
洋
の
中
園
撃
者
の
著

作
、
さ
ら
に
言
、
つ
ま
で
も
な
く
ヴ
ア
ル
タ
1
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
(
一
八

九
二
1
一
九
四
O
)
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
(
一
九
一
五
l
ム
九
八
O
)
や

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ

l
コ
を
含
む
、
近
代
批
評
家
た
ち
の
評
論
に
お
い
て



提
唱
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

釘

象

と

す

る

詩

「
江
漢
」
(
長
江
と
漢
水
)
は
、

お
そ
ら
く
七
六
八
年
(
大
暦

年
)
の
秋
、
杜
甫
が
漢
水
を
遡
っ
て
都
に
踊
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が

れリ
J

F
U
 

ら
、
愛
州
を
護
し
長
江
を
下
っ
て
い
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
そ
う
し

争
一
声
吟
H
A

み
Ja

、

ふ
/
ふ
h
M
p
t

つ
い
に
貰
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
社
甫
は
そ
の
後
ほ

ん
の
一
年
少
々
で
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
試
謹
を
掲
げ

る

江
漢

江
漢
思
蹄
客
，
乾
坤
一
腐
儒
。

片
雲
天
共
遠
，
永
夜
月
同
孤
。

落
日
心
猶
吐
，
秋
風
病
欲
蘇
。

古
来
存
老
馬
，
不
必
取
長
途
。

回

2
4司
会
山
ロ
ペ
包
括
N
H
m
H
H
H
(

日
出
m
H
H
H

Z
E
2
J
1包
括
N

H

山

口

仏

国

内

戸

山

田

O
」

0
日
ロ
巾
円

-oロ
m
E
m
Z
B
E
E

r
o
日
夕

日
凶
巾
門
司
巾
巾
ロ

}5m凶J

〈
巾
ロ

m
H
H
H
L
 

戸

巾
印
]
門
円
}
戸

回
H
H
H
m
-
巾

者

O
H
F
-
2∞

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

日
)
巾
仏
日
目
↓
?

〉

印

丹

H
Z
F
O
H
の
]
O戸
仏

山

口

門

士

宮

田

]qs2Z山
口
可

L
F印

S
E
S
E戸

〉

出

巾

H
H
仏
]
巾
目
印
口
伝
}
戸
昨
日
H
H
〔
同
門
『
巾

B
o
o
p
印

}
5
5
印

O
E
Z〔
円
巾
者
同
門
『

ロH
巾

F

F巾
田
町
円
江
口
町
山
印

E
r
B可

r
g同門
印

HF]
ご
o
σ
5
H

口
町
田
日
)
芹
巾

Z
E
Bロ

445門
戸

E
M可
印

H
の
甘
口
巾
目
出
口
町
田
乙
可

5
2
1

421巾
仏

日り

5
5
2巳
B門
戸

B
E
E
-
2印
}
戸
内
戸
〈
巾
『
巾

E
Cロ
Hoo-仏
F
O
H印
巾
印

戸、J

ω0
己
弓
一
可
〔

-H〔
日
ロ

O
丹
出
巾
巾
〔
同
庁
(
)
岬
町
田
]
内
巾
己
目

-cロ
関
門

O
日
仏
・

長
江
と
漢
水
の
あ
い
だ
で
、
漂
泊
者
は
婦
郷
を
待
ち
焦
が
れ
る

天
と
地
の
聞
で
、

一
人
役
立
た
ず
の
儒
者

一
す
じ
の
雲
と
空
は
、
私
と
同
じ
よ
う
に
遠
く

い
つ
ま
で
も
明
け
な
い
夜
と
月
は
、
私
の
孤
濁
の
同
伴
者

日
が
沈
む
中
、
私
の
心
は
ま
だ
壮
健
で

秋
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
も
私
の
病
は
回
復
し
つ
つ
あ
る

古
代
か
ら
君
主
が
老
馬
を
大
切
に
し
て
き
た

だ
か
ら
馬
た
ち
は
長
い
道
の
り
を
行
か
ず
に
済
む
の
だ
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こ
の
詩
に
は
多
く
の
英
語
語
が
存
在
す
る
が
、
最
も
知
ら
れ
て
い

る
の
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
オ
ウ
ウ
ェ
ン
の
も
の
で
あ
ろ
、
っ
。

ペ
包
括
円
N
巾
日
ロ
仏
国

mZH

〉

H
H
F巾
ペ
戸
ロ

m山
丹
N
巾
山
口
(
山
岳
巾
同
日
ロ

mH40U1山
ぬ

2

-0ロ
閉
山
仲
間

m
H
o
m
o
F
O
B巾

日
凶
巾
件
当
巾

2
H
(
U
F暗
号
ロ
山
ず

O〈
巾
山
口
(
日
開
〆
ロ
ゲ
巾

]O耳

O
E山

σ
s
r冊
目
仏

O当
ロ

目

白

HHC
ご
2
E
E
m

〉
割
反
目
)
O出
の

]O戸
弁
手
巾
由
]
凶
可
印

}
g
H
2
H
F広
島
田
門
印
ロ
の
ク

何
ロ
〔
日

-
2印
E
m
r
H温
手
巾
目
。
。
白
山
口
巾
〔
主
主
同
国
由
。

-HE(円巾・

同
ロ
印
巾
宗
門
口
ぬ
印
ロ
ロ
白
「
巾
戸
]
「
門
印
門
戸
-
可
O
戸
田
ぬ
吻
回
一
い
]
巳
]
印
門
同
-O
口町山

叶
}
口

O戸
mNFmH戸
江
戸
巳
ロ
リ
回
当

E
L
u
Eザ
1
2の
]
ハ
ロ
巾
印
印
肉
同

0
4
3ロ
ぬ

σ
2
Z
H

日り同

0
5
2門
広
三
位
B
巾
印
岳
町
》
¥
〈
巾
印

5
片
山
門
口
巾
門

7
L
L
F
O
H印
巾
印

]
「
}
戸
山
門
門
町
巾
一
可
ロ
巾
巾
仏
口
O
円
円
(
)
丹
白
}
同
巾
丹
}
H
巾

-oロ
ぬ
目
町
内
田
江
口

m
同
O
山(日

長
江
と
漢
水

長
江
と
漠
水
で
技
人
は
蹄
郷
を
待
ち
わ
び
る

乾
の
下
と
坤
の
上
と
の
問
、

一
人
行
き
悩
む
文
讃
む
男

ム
片
の
雲
。
空
が
そ
の
遠
い
距
離
を
共
に
す
る
終
わ
り
の
な
い
夜

月
も
同
じ
く
孤
濁
の
身

円
が
沈
む
中
、
心
は
な
お
若
く
、
な
お
た
く
ま
し
い

秋
風
に
吹
か
れ
、
私
の
病
も
良
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る

古
く
か
ら
、
ひ
と
び
と
は
老
馬
を
世
話
し
て
き
た

⑬
 

だ
か
ら
馬
た
ち
は
遠
い
道
の
り
を
行
く
必
要
が
な
い
の
だ

解
説
の
中
で
、
オ
ウ
ウ
エ
ン
は
こ
の
詩
を
「
寒
々
と
し
て
巌
し
く

禁
欲
的
」
で
あ
り
、
「
乾
と
坤
は
、

「
易
経
』
に
お
け
る
二
つ
の
基
本

的
な
宇
宙
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
と
地
、
陽
と
陰
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
誼
者
に
は
空
ほ
ど
に
遠
い
の
が
雲
な
の
か
詩
人
な
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

い
く
つ
か
の
自
己
表
象
か
ら
な
る
奇
妙
な
世

〆

A
U

界
で
あ
り
、
年
老
い
た
官
僚
を
一
不
す
老
馬
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
そ

の
極
致
に
達
す
る
。
か
れ
は

い
た
わ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
晩

年
に
至
っ
て
終
わ
り
な
き
旗
に
放
り
出
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
の
で
あ

る
」
と
述
べ
る

さ
ら
に
別
の
詩
論
の
中
で
、
オ
ウ
ウ
エ
ン
は
本
作
品
の
異
な
る
謹

⑬
 

み
を
提
示
す
る
。
彼
は
、
「
江
漢
」
に
つ
い
て
「
有
名
な
詩
で
あ
る

と
と
も
に
、
異
様
さ
を
そ
な
え
、
杜
甫
に
よ
る
距
離
感
と
親
密
性
の

濁
特
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
試
を
吹
き
込
ま
れ
て
い
る
|
|
社

甫
も
ま
た
、
居
所
を
失
っ
て
た
だ
濁
り
、
並
み
の
老
馬
に
は
適
さ
な



い
環
境
に
置
か
れ
た
老
馬
な
の
で
あ
る
。
社
甫
の
場
合
は
、
老
い
た

馬
と
は
異
な
り
、
長
い
族
の
道
程
を
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

オ
ウ
ウ
ェ
ン
は
お
そ
ら
く
末
句
の
「
老
馬
」
が
引
聡
だ
と
示
唆
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
明
言
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
私
に
は
、

」
の
引
聡
が
、
少
な
く
と
も
最
後
の
一
聯
、
お
そ
ら
く
は
詩
全
躍
を

支
配
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
社
甫
が
引
い
た
テ
ク
ス
ト
は
、

『
韓
非
子
』

の
、
管
仲
が
主
君
の
斉
の
桓
公
(
前
六
八
五
l
前
六
四
三

在
位
)
に
従
っ
て
、
周
代
初
期
の
孤
竹
園
へ
と
遠
征
し
た
際
、
自
ら

も
軍
圏
全
樫
も
蹄
路
を
見
失
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
く
だ
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
管
仲
は
、
老
馬
を
放
し
て
道
を
探
さ
せ
よ
う
と
提
案
、
こ
れ

が
功
を
奏
し
、
桓
公
と
そ
の
随
行
者
た
ち
は
無
事
に
時
路
を
見
つ
け

た
の
で
あ
る
。
管
仲
が
、
こ
の
馬
を
白
身
の
桓
公
に
と
っ
て
の
有
用

性
の
象
徴
と
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
議
論
の
絵
地
が
あ
る
。

し
か
し
、
社
甫
が
尾
聯
に
お
い
て
|
|
こ
の
七
六
八
年
と
い
う
年
に

作
ら
れ
た
そ
の
多
く
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
|
l
自
分
に
は
、
な
お
唐

王
朝
の
将
来
を
導
く
力
が
あ
る
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
だ
ろ
う
。

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

さ
り
な
が
ら
、
「
老
馬
」

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
杜
甫
で
は
さ
ら
に
五

篇
の
詩
に
も
見
え
、
別
の
可
能
な
讃
み
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
五
篇
を
(
作
ら
れ
た
年
代
の
順
に
)
筒
車
に
検
討
し
、
こ
の
貼

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
、
七
五
四
年
(
天
賓
十
三
載
)
に
社
甫
が
作
っ
た
長
篇
詩

「
橋
陵
詩
三
十
韻
因
呈
牒
内
諸
官
(
容
宗
皇
帝
の
墳
墓
〔
奉
先
に
あ

る
〕
橋
陵
の
詩
、
参
拝
の
つ
い
で
に
豚
の
す
べ
て
の
官
僚
た
ち
に
三
十
韻
を

で
あ
る
。
こ
の
詩
は
皇
帝
陵
や
牒
に
釘
す
る
さ
ま
ざ
ま

献
げ
る
)
」

な
賞
賛
に
始
ま
る
。
そ
し
て
社
甫
は
自
身
の
窮
境
を
手
短
か
に
描
き

117 

出
す
。
も
は
や
若
く
も
な
い
の
に
、
な
に
も
官
僚
と
し
て
の
地
位
を

得
て
お
ら
ず
、
家
族
を
養
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な

る
句
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
人
念
老
馬
，
癖
署
容
秋
壁
。

〉
印

F
O
印
門
印
可
O
戸
『
白
4
巾
凹
}
H
0
4
司
ロ
ロ
O
ロ
ロ

2
口
問
。
円

F
Z
C
E
r
o
g
p

↓

。

可

O
口
同
日
コ
ロ
ロ
巾
回
。
民

5
2
M「

O
戸
田
〔
凶

BHHZ(目
白
同
岡
山
口
吉
田
回
目

H
Z

]口
V
1

君
た
ち
は
、
主
人
と
し
て
こ
の
老
馬
を
思
い
や
り

君
た
ち
の
役
所
に

一
匹
の
秋
の
畿
を
受
け
入
れ
た
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杜
甫
が
自
分
自
身
を
「
老
馬
」
に
擬
え
て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、

こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
引
除
は
、
『
韓
非
子
』

で
遁
案
内
を
し
た
馬
で

は
な
い
。
家
を
出
て
道
端
に
老
馬
が
い
る
の
を
見
た
田
子
方
が
「
馬

が
若
か
っ
た
と
き
に
は
力
を
使
い
果
た
さ
せ
た
の
に
、
年
を
と
っ
て

し
ま
え
ば
馬
を
拾
て
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
は
、
仁
を
そ
な
え
た

者
な
ら
や
ら
な
い
(
少
墨
其
力
、
而
老
棄
其
身
、
仁
者
不
矯
也
)
」
と
許

し
た
と
い
う
説
話
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
(
こ
の
話
の
初
出
は
『
韓
詩

外
惇
』
巻
八
)
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
杜
甫
は
若
い
頃
に
そ
の
力
を
園

の
た
め
に
使
い
果
た
し
た
の
に
、
今
や
打
ち
棄
て
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
音
山
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
皇
帝
は
人
間
と
し
て
の
や
り
か

た
で
振
る
舞
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

第
二
の
詩
は
、
「
病
後
遇
王
侍
飲
脂
歌
(
私
の
病
後
に
知
り
合
い
、

酒
を
く
れ
た
王
僑
に
贈
る
詩
)
」

で
、
こ
れ
は
さ
き
の
詩
の
三
年
後
の

七
五
七
年
、
よ
り
可
能
性
が
高
い
の
は
同
じ
く
七
五
四
年
、
そ
の
い

ず
れ
か
の
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
社
甫
は
、

一
一
一
ヶ
月
以
上
も
寝
た
き
り
を
強
い
ら
れ
た
重
病
か
ら
回
復
し
た
ば
か

り
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
間
、
王
街
は
滋
養
物
や
看
護
を
提
供
し

て
く
れ
た
。
詩
は
、
杜
甫
の
病
と
王
街
の
援
助
の
長
い
描
寓
を
含
み
、

つ
づ
く
詩
句
で
は
王
情
の
行
政
や
詩
に
お
け
る
能
力
を
讃
え
る
。
そ

し
て
、
杜
甫
は
自
ら
の
回
復
の
さ
ま
を
描
く
。

故
人
情
義
晩
誰
似
，
令
我
手
脚
軽
欲
瀧
。

老
馬
矯
駒
信
不
虚
，
昔
時
得
意
況
深
春
。

。{
o
E
E巾
ロ
門
目
白
羽
「
0

0
『
-
伊
丹
巾

rmg
印
「
O
羽
田
町
民

F
2
5ロ

-F巾

U
1
0戸

J
U

「
2
4
Hロ
m
B
M「
『
山
田
〔
目
白
山
口

L
F
2
印
O

口
m
E
H
当
日
三
円
0

4
司
古
ユ

山
ず

O
戸
門

叶

rmz
〆
ロ

C
E
r
o
a巾
の
。
巳
(
同
寸
巾
ロ

O
B巾
向
。
。
-
弓

H

印
口
(
)
片
山
口

。。

巾

H
H
6
q
n
-自
白

E
M可
口

O
E巾
R
E町
三
口
0
4
司
ロ

O
B町
田
山
口
岳
町
田

O
B
H同
O
B
可

O戸
同

日
)
同

O
『
O
ロ
ロ
与
の
山
口
山

昔
な
じ
み
の
中
で
、
近
ご
ろ
誰
が
あ
な
た
ほ
ど
好
意
を
示
し
て
く
れ
た

で
し
ょ
、
っ

手
足
が
と
て
も
軽
く
な
っ
て
、
私
は
思
い
切
り
振
り
回
し
た
い
の
で
す

「
老
い
た
馬
で
も
若
駒
に
な
れ
る
」
と
は
、
た
だ
の
言
葉
の
あ
や
で
な

く
あ
な
た
の
行
き
届
い
た
気
配
り
ゆ
え
、
私
は
ま
す
ま
す
満
足
し
て
い
る



の
で
す

こ
の
若
駒
と
な
っ
た

「
老
馬
」

は
、
別
の
名
句
、
す
な
わ
ち

『
詩
一
経
」
小
雅
「
角
弓
」
(
『
毛
詩
』
第
二
二
三
篇
)
の
「
老
馬
反
矯
駒
、

不
顧
其
後
(
老
馬
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
を
若
駒
だ
と

⑬
 

思
い
、
将
来
ど
う
な
る
か
は
全
く
顧
り
み
な
い
)
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

」
の
「
角
弓
」
の
標
準
的
解
稗
の
一
つ
は
、

レ
ッ
グ
が
以
下
の
よ
う

に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

良
心
な
く
、
地
位
を
求
め
績
け
る
人
々
は
、
老
い
た
馬
の
よ
う

だ
。
自
身
は
未
だ
若
い
ま
ま
だ
と
思
い
込
み
、

そ
の
地
位
に

あ
っ
て
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
自
分
が
成

L
得
な
い
な

ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
も
し
な
い
。
そ
う
し
た
人
び
と
は
、
白

ら
が
求
め
て
い
る
よ
り
も
高
い
基
準
で
、
全
て
の
も
の
ご
と
を

必
要
以
上
に
大
き
な
尺
度
で
測
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
:
:
:

詩
全
睦
が
王
の
血
族
・
姻
族
へ
の
冷
遇
に
封
す
る
寓
意
で
あ
る
。

」
の
引
除
は
、

し
た
が
っ
て
、
「
江
漢
」
に
お
け
る
、
白
分
は

「
ま
だ
若
く
壮
健
で
あ
る
」
と
い
う
杜
甫
の
主
張
を
暖
昧
な
も
の
と

し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
貰
際
に
公
職
に
つ
け
ら
れ
た
と
き
、

「
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
自
分
が
成
し
得
な
い
と
い
う
こ
と

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

を
考
え
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
さ
え
、
杜
甫
は
自
覚
し
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
社
甫
が
自
分
の
手
足
は
賓
に
軽
く
、
踊

ら
ん
ば
か
り
に
「
思
い
切
り
振
り
回
し
た
い
」
と
述
べ
た
句
の
直
後

で
老
馬
駒
の
引
用
を
し
た
こ
と
で
、
官
職
へ
の
遁
性
へ
の
不
安
も

社
甫
の
意
識
の
片
隅
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩

人
は
新
し
い
活
力
を
輿
え
ら
れ
、
も
う
一
度
若
駒
の
よ
う
に
元
気
に

跳
ね
回
れ
る
か
の
よ
う
な
気
分
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。

「
老
馬
」
と
い
う
表
現
は
、
「
観
安
西
兵
過
赴
闘
中
待
命
二
首

(
安
一
曲
の
部
隊
が
、
命
令
を
待
つ
た
め
に
、
開
中
の
地
へ
向
か
う
の
を
み
る
、

A
Y
 

二
首
)
」
と
題
さ
れ
た
、
七
五
九
年
秋
、
安
椋
山
の
乱
の
さ
な
か
に

作
ら
れ
た
詩
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
安
西
兵
は
十
年
以
上
も
北
方

の
前
線
に
駐
屯
し
た
有
名
な
将
軍
李
嗣
業

(
?
l
七
王
九
)
に
率
い

ら
れ
て
い
た
。
李
嗣
業
は
、
安
椋
山
の
反
乱
軍
か
ら
首
都
長
安
を
奪

還
す
る
際
大
い
に
功
績
を
上
げ
て
お
り
、
ま
た
皇
室
の
一
門
で
も

あ
っ
た
。
社
甫
が
こ
の
詩
を
書
い
た
と
き
、
李
嗣
業
は
相
州
に
逆
臣

安
慶
緒

(
?
l
七
六
二
の
鎮
墜
に
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た
。
彼
は

⑬
 

そ
の
す
ぐ
後
に
矢
に
あ
た
っ
て
戦
死
す
る
。
さ
て
、
こ
の
詩
の
八
句

の
ほ
と
ん
ど
は
李
将
軍
を
賛
え
た
も
の
で
、
問
題
の

「
老
馬
」
も
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は
っ
き
り
と
彼
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

老
馬
夜
知
這
，
蒼
鷹
機
著
人
。

臨
危
経
久
戦
，
用
急
始
如
神
。

〉

凹

岳

町

O
E
F
O
B巾
寸
可

E
m
E
]
8
0
4司
回
忌
巾

431v

〉
印
山
内
向

-00ロ
ト
ロ
「
戸
口
ぬ
巾
岡
田
江
口

}
G
H
O
B巾
ロ

国
巾
「
山
田
町
内
田
口
巾
巴
(
目
白
出
ぬ
巾

H'moロ
巾
円

FHOロ
m
F
]巾
ロ
ぬ
門
}
戸
可

σ山
2
-巾
タ

出
三
冊
目
1
C
M克己

E
F
H印
公
回
目

H回
当
巾

a
]

二
HZH
回
目
〔
日
巾

g
gロ門
-
r
z

〔
間
〈
-
ロ
巾
門
戸
-
巾
ロ
門

老
馬
が
夜
で
も
這
を
知
っ
て
い
る
よ
う
に

飢
え
た
鷹
が
人
び
と
に
つ
き
従
う
よ
う
に

彼
は
天
下
の
危
機
に
あ
っ
て
も
、
長
き
に
渡
る
戦
の
経
験
が
あ
り

こ
の
よ
う
な
火
念
の
際
に
胤
い
ら
れ
て
こ
そ
、
我
々
は
そ
の
神
の
如
き

才
能
を
知
る

社
甫
は
、
『
韓
非
子
」

の
「
老
馬
」
を
、
李
嗣
業
の
手
腕
と
皇
帝

へ
の
貢
献
と
を
讃
え
る
た
め
に
用
い
て
い
る
の
だ
。

第
四
の
詩
「
有
歎
(
た
め
い
き
)
」

は
、
七
六
七
年
の
冬
、

漢
」
の
直
前
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
首
時
、
社
甫

は
う
ち
積
く
封
チ
ベ
ッ
ト
の
戦
い
の
た
め
に
四
川
か
ら
動
け
ず
に
い

③
 

た
。
こ
の
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

吐
心
久
零
落
，
白
首
寄
人
問
。

天
下
兵
常
門
，
江
東
客
未
還
。

窮
猿
競
雨
雲
，
老
馬
怯
開
山
。

武
徳
間
元
際
，
蒼
生
山
豆
重
警
。

足
以
「
印
門

OEHErgHZ(山
口
巾
印
∞

-oロ
m
H
F
E
3
2
2一可リ

↓}MH白
羽

}MHZr巾
日
仏

-o(日間
2
m
H
E
Cロ
ぬ
印
門

E
ロ
肉
巾
同
印

J
E
B戸
ぬ

}HO戸
ご

r
g
H
1
5
円

HOo-〕
由
。
。
ロ
∞

Z
R
J
E
σ
え

己

ク

叶

r
z
∞
O
]
。
ロ
]
守
口
巾
円
「
山
田
可
巾
円
円
(
)
吋
市
川
門
戸
口
口
巾
何
回
目
件
。
同
己

5
同
H
4
巾
H
・

F
F巾
山
口
巾
凶

}
5
5ぢ
〔
円
程

σ
r
oロ
円
。
同
可
山
田
印
ロ

Cヨ

5
5田
島

O者
ロ
'

「
Hr巾
E
C
E
F
O
H印
巾
円
の

04司
2
σ
丘
OH町
長

巾

E
Oロ
ロ

Z
Hロ
日
)
町
四
回
印

国

Cヨ
ロ

O戸
E
H
F巾
の

0
5
5
0ロ

]
U
2
1巾
日
ロ
巾

HH門
目
白
ぬ
包
ロ

叶

O
H
F
O印
巾

宮

山

の

広

三

Z
B巾
印

O
H
F巾
司
戸
(
同
巾
山
口
仏
関
白
山

E

E

HmwHmロ
印
廿

私
の
勇
獄
な
心
は
朽
ち
て
久
し
く

一一「

江

白
髪
頭
の
こ
の
私
は
見
知
ら
ぬ
人
々
の
中
に
留
ま
っ
て
い
る

皇
帝
の
軍
が
絶
え
ず
戦
闘
を
漬
け
て
お
り

」
の
さ
す
ら
い
人
は
長
江
の
束
へ
と
未
だ
煽
っ
て
い
な
い



疲
れ
果
て
た
テ
ナ
ガ
ザ
ル
の
よ
う
に
、
降
り
し
き
る
雪
に
叫
ぴ

老
い
た
馬
の
よ
う
に
、
険
し
い
山
あ
い
の
遁
に
身
が
す
く
む

武
徳
、
開
元
年
聞
の
よ
う
な
平
和
な
時
に

我
々
の
よ
う
な
庶
民
は
ど
う
す
れ
ば
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か

注
棒
者
に
よ
っ
て
は
、
「
老
馬
」
は
梁
府
の
「
胡
馬
依
北
風
(
韓

担
の
馬
は
、
北
風
に
身
を
寄
せ
る
こ
に
倣
っ
て
お
り
、

つ
ま
り
、
北
の

故
郷
へ
煽
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
こ
の
老
馬
は
ま
た

『
韓
非
子
』
に
出
て
い
た
蹄
路
を
知
る
馬
の
饗
形
の
一
つ
で
も
あ
ろ

ぅ
。
こ
の
詩
は
そ
れ
ゆ
え
、
昔
時
の
政
治
へ
の
い
さ
さ
か
思
い
切
っ

た
論
評
だ
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
杜
甫
は
、
多
く
の
謹
者
が
気
づ

く
で
あ
ろ
う
、
自
ら
の
詩
「
江
漢
」
と

『
詩
経
』

の
同
題
の
先
行
作

品
(
「
毛
詩
」
第
二
六
二
篇
)
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
謹
者
が
聯
想
す

る
だ
ろ
う
こ
と
を
も
あ
て
に
し
て
い
る
。
『
詩
経
』
「
江
漢
」
は
、
聾

族
を
鎮
め
る
君
主
の
力
量
を
讃
え
て
い
る
の
で
、
社
甫
「
江
漢
」
首

時
の
唐
の
皇
帝
代
宗
(
七
六
一
一
了
七
七
九
在
位
)
が
チ
ベ
ッ
ト
人
を
食

い
止
め
る
力
を
持
た
な
い
こ
と
へ
の
、
と
り
わ
け
風
刺
的
な
論
評
と

な
る
の
だ
。

第
五
の
例
は
、
「
客
堂
(
寄
寓
者
の
仮
住
ま
い
)
」
(
七
六
六
年
)
と
題

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

さ
れ
た
詩
で
、
杜
甫
が
長
江
を
下
る
途
中
、
ま
だ
要
州
に
着
い
て
い

な
い
頃
に
作
ら
れ
た
。
老
い
た
馬
は
、
こ
こ
で
も
(
「
有
嘆
」
と
同
じ

く
)
『
韓
非
子
」

の
「
老
馬
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
家
へ
の
這
を
知
り
、

時
り
た
が
っ
て
い
る
。

老
馬
終
望
雲
，
南
雁
意
在
北
。

↓}H巾
C
E
r
o同
印
巾

E
-
F巾
巾

ロ

L
m
R
2
円

0
4
5
H
L回
忌

巾

円

]Cロ
〔
目
印

a

叶

}
5
Hロ
芯
ロ
丹

OH
向
者

H
E
l
m
o
o出
町

Hロ
岳

町

田

O
E
F
r町
田

Hロ
門

}H巾

ロ
OH丹

}
凶

老
い
た
馬
は
、
最
後
ま
で
芸
の
ほ
う
を
眺
め
や
り

南
に
い
る
雁
の
気
持
ち
は
、
北
の
か
た
に
あ
る

し
か
し
、
こ
の
詩
は
、
長
安
へ
と
戻
れ
さ
え
す
れ
ば
、
杜
甫
自
身

が
ま
だ
皇
帝
の
助
け
と
な
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。

老
い
た
馬
は
故
郷
に
踊
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
故
郷

と
は
首
都
の
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
や
社
甫
の
官
迭
を
意
味
し
て
い
る

は
ず
な
の
だ
。

以
上
、
ほ
ぼ
十
五
年
以
上
に
及
ぶ
期
間
に
作
っ
た
五
篇
の
詩
に
お

い
て
、

櫨

績

的

に

用

い

ら

れ

て

い

る

の

隠

臨

「
老
馬
」

(
B
2弓
『
口
円
)
に
つ
き
、
社
甫
が
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
見
て
き
た
。
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ま
た
、
杜
甫
が
「
老
馬
」
の
引
聡
の
範
園
を
、
老
い
た
馬
が
有
数
に

利
用
さ
れ
る

詩
外
停
』
の
物
語
、
そ
し
て
最
後
に
老
い
た
馬
が
若
駒
に
な
り
う
る

『
韓
非
子
』

の
説
話
か
ら
、
老
い
た
馬
を
捨
て
る

と
い
う
『
詩
経
』

へ
と
ど
の
よ
う
に
費
え
て
い
っ
た
か
を
見
た
と
こ

ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
杜
甫
の
「
江
漢
」

へ
立
ち
も
ど
ろ
う
。

こ
う
し
た
引
聡
の
出
典
の
か
ず
か
ず
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、

「
江
漢
」
の
詩
は
さ
ら
な
る
意
味
を
帯
び
る
。
最
後
の
二
句
「
古
来

存
老
馬
、
不
必
取
長
途
」

の
主
語
で
あ
る

lま

『
韓
非

「
老
馬
」

子
」
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
末
句
の
主
語
は
、
お
そ
ら
く
君
主
に

な
る
。
君
主
は
、
第
七
句
の
老
い
た
馬
を
「
存
(
守
り
、
の
こ
す
こ

す
る
主
語
だ
ろ
う
。
唐
詩
の
尾
聯
に
句
ま
た
が
り

P
E
E
r
B
E
C

が
あ
る
の
は
ご
く
普
通
な
の
だ
か
ら
、
君
主
は
末
句
の
主
語
に
も
な

り
う
る
。
こ
の
誼
み
を
と
る
な
ら
、
老
馬
(
杜
甫
)
ゆ
え
に
君
主
は

遠
回
り
の
道
の
り
を
行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
む
し
ろ
、
よ
り
よ
い

進
路
、
正
し
い
遁
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
句
に
、
杜
甫
に
お
け
る
表
象
の
用
法
に
あ
ら
わ
れ
た
、
別

の
二
つ
の
モ
テ
ィ

l
フ
「
老
馬
が
若
駒
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
」
と

「
老
馬
は
慈
悲
深
く
あ
っ
か
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
を
誼
み
取
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

韓

こ
の
尾
聯
に
み
ら
れ
る
、
皇
帝
に
任
官
を
懇
請
す
る
と
い
う
讃
み

は
、
「
江
漢
」
全
篇
に
響
き
わ
た
り
績
け
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
句

「
腐
儒
」
の
引
除
は
、
漢
の
高
祖
が
向
学
者
へ
の
軽
侮
を
示
そ
う
と

首
初
は
随
何
を
「
腐
儒
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
逸
話
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
。
と
は
い
え
、
高
組
の
成
功
の
た
め
に
種
々
の
貢
献
を
し
た
と
随

何
が
即
座
に
指
摘
し
た
の
で
、
高
租
は
最
終
的
に
随
何
の
員
債
を
認

め
、
高
官
に
任
じ
た
の
だ
っ
た
。
「
江
漢
」
の
第
五
・
第
六
句
も
、

先
行
す
る
詩
と
し
て
曹
操
「
紳
亀
雌
書
(
榊
聖
な
亀
は
長
く
生
き

た
)
」
の
以
下
の
部
分
を
思
い
起
さ
せ
る
。

老
膜
伏
樫
，
志
在
千
里
。

烈
士
暮
年
，
壮
心
不
己
。

〉
ロ

o
E
印
門
白

E
oロ
仏
O
司
ロ

E
H
F巾
印

g
r
r

国

5
m
o丘
団

己

]

伊

丹

『

0
5自
己
自
己

2

〉
ロ
日
同
〔
円
巾
ロ
円
割
問

H
H
F
O
H
E
r
-∞
プ
ゴ
-
G
F門
可
巾
山
口
印
a

同
日
-
巾
山
ロ
〔
円
「
巾

mHHqr巾
者
。
ロ
バ

m
F
4巾
戸
日
)

一
一
頭
の
老
い
た
牡
馬
が
、
馬
小
屋
に
伏
し
て
い
る
が

そ
の
日
指
す
先
は
、
な
お
千
マ
イ
ル
も
か
な
た



ひ
と
り
の
意
気
高
い
戦
士
が
、
自
ら
の
た
そ
が
れ
時
に
も

嬰
撲
と
し
て
元
気
に
あ
ふ
れ
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
な
い

杜
甫
「
江
漢
」
に
み
ら
れ
る
老
馬
と
の
一
瞳
感
と
異
な
ら
ぬ
や
り

方
で
、
曹
操
は
こ
こ
で
自
分
自
身
を
牡
馬
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

「
江
漢
」
に
話
を
戻
せ
ば
、
詩
中
の
「
老
馬
」
の
引
除
に
お
け
る

複
合
的
指
示

(
1
5
2四
E
Eロ
)
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
つ
の
古
典

的
テ
ク
ス
ト
の
い
ず
れ
か
を
示
す
こ
と
も
、
あ
る
い
は
す
べ
て
を
同

時
に
示
す
こ
と
も
で
き
る
「
老
馬
」
と
い
う
語
は
、
杜
甫
「
江
漢
」

に
見
ら
れ
る
す
あ
ら
ゆ
る
別
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
統
合
し
、
共
鳴
と
い

う
手
綱
り
を
創
り
出
す
。
か
く
し
て
、
第
一
句
の
族
人
(
思
蹄
客
)

が
「
故
郷
へ
と
踊
る
こ
と
を
願
う
」
如
く
、
老
馬
は
北
を
向
い
た
と

き
に
心
の
お
の
の
き
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
第
二
句
の
「
腐
儒
(
皐

者
づ
ら
す
る
役
立
た
ず
)
」
が
主
君
に
よ
っ
て
次
第
に
評
慣
さ
れ
報
い

ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
老
馬
は
最
後
に
主
君
を
家
へ
と
導
く
。

こ
う
し
た
す
べ
て
が
、
自
ら
の
心
は
ま
だ
強
く
、
病
も
癒
え
た
(
第

五
、
六
句
)
と
い
う
社
甫
の
申
し
立
て
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
最

後
の
句
か
ら
、
謹
者
は
、
こ
の
老
馬
が
再
ぴ
若
駒
に
な
り
う
る
|
|

『詩一経』

の
暗
示
す
る
と
こ
ろ
を
参
照
し
て
ー
ー
と
さ
え
信
じ
る
か

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

も
知
れ
な
い
。結

論
に
向
け
て

わ
れ
わ
れ
の
詩
の
誼
み
に
よ
れ
ば
、
社
甫
は
「
江
漠
」
に
お
い
て
、

き
わ
め
て
楽
観
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
詩
は
、
政
府
で

任
官
し
た
い
と
い
う
杜
甫
が
持
ち
績
け
た
願
望
と
い
う
丈
脈
で
、
最

も
よ
く
理
解
で
き
る
、
だ
ろ
う
。
詩
は
、

ふ
た
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
最
初
の
四
句
は
、
杜
甫
が
長
江
を
船
で
下
る
と
き
の
、

病
み
、
困
窮
し
、
意
気
消
沈
し
た
惨
め
な
あ
り
さ
ま
を
描
く
。
封
し

て
後
半
四
句
で
は
、
詩
人
が
第
五

l
六
句
で
再
ぴ
元
気
を
取
り
戻
し
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た
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
杜
甫
は
、
曹
操
と
同
じ
よ
う
に
「
吐
心
不

己
ー
ー
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
な
い
」
。
「
老
馬
」
を
第
七
句
の
目
的
語

か
つ
第
八
句
の
主
語
と
し
て
謹
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
『
拍
車
叶
非

子
』
の
引
除
に
よ
り
示
唆
さ
れ
る
、
統
語
論
的
に
も
確
賓
性
の
高
い

解
稗
は
、
「
老
い
た
馬
を
拾
て
な
い
者
た
ち
」
す
な
わ
ち
主
君
た
ち

こ
そ
、
最
後
の
封
句
全
瞳
の
主
語
だ
ろ
う
。
も
し
老
い
た
馬
の
後
に

つ
い
て
い
く
な
ら
(
皇
帝
が
、
杜
甫
の
一
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
)
、

遁
は
そ
の
ま
ま
よ
い
政
府
へ
と
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
杜
甫
は
、
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「
腐
儒
」
と
自
ら
責
め
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
漢
の
高
祖
が
随

何
の
員
債
を
看
過
し
た
の
と
同
じ
く
、
皇
帝
に
自
分
が
看
過
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
の
だ
。

上
の
よ
う
な
澄
明
解
稽
は
、
「
江
漢
」
と
い
う
一
篇
の
詩
を
よ
り

よ
く
理
解
さ
せ
る
ほ
か
に
、

杜
甫
が
い
か
に
詩
を
作
っ
た
か
に
つ
い

て
の
洞
察
を
も
可
能
に
す
る
。
詩
人
は
、

し
ば
し
ば
、

何
か
を
目
に

し
て
、
そ
れ
に
針
し
て
感
情
が
反
鹿
し
た
こ
と
を
書
く
(
惇
統
的
な

「
景
/
情
」
形
式
で
、
あ
た
か
も
オ
ウ
ウ
エ
ン
が
仮
定
し
た
「
円
記
の
書
き

込
み
」
の
よ
う
に
)
0

詩
人
が
目
に
し
た
で
き
ご
と
は
、
彼
の
メ
ン
タ

ル
・
コ
ー
パ
ス
の
中
か
ら
、
先
行
す
る
詩
作
品
に
お
け
る
類
似
の
場

面
描
寓
を
想
起
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
杜
甫
の
詩
は
お
そ
ら
く
虚
構
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
「
歴

史
上
の
時
間
に
お
け
る
経
験
に
つ
い
て
の
、

一
回
性
の
事
賓
と
し
て

の
報
告
」
以
上
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
引
除
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、

先
行
す
る
詩
作
品
に
お
け
る
類
似
の
場
面
は
、

言
外
の
意
味
(
日
H
S
P
L
E
o
g
E四
)
へ
と
導
こ
う
と
用
い
ら
れ
た
。

つ
ぎ
に
誼
者
を
詩
の

こ
の
言
外
の
意
味
を
無
視
す
る
と
、
し
ば
し
ば
詩
人
の
眼
目
と
す
る

と
こ
ろ
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
言
外
の
意
味
の
再
現
と
は
、
「
〔
誼
者

と
原
作
者
〕
共
有
の
回
路
を
使
う
こ
と
で
、
護
者
が
原
作
者
の
心
的

品
川
町

状
態
に
立
ち
入
る
手
段
を
輿
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
経
路
は
共

有
の
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
。
わ
れ

わ
れ
現
代
の
護
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
コ
ー
パ
ス
は
、
電
子
リ

ソ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
再
現
が
可
能
で
あ
る
。

か
く
て
、
原
詩
が
ど
う
作
ら
れ
た
も
の
で
、
ど
う
誼
ま
れ
る
べ
き
か

を
黄
庭
堅
や
惇
統
的
な
注
担
伴
者
た
ち
が
論
じ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

唐
詩
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
手
法
は
、
唐
代
の
詩
作
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
逆
テ
ク
ス
ト
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の
考
古
民
子

(
H
2
2
2
a
z色
白
ロ

Zoo-c聞
も
と
も
一
三
一
口
う
べ
き
も
の
が

働
い
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
な
に
か
詩
を
作
る
に
あ

た
っ
て
、
唐
代
の
詩
人
た
ち
が
過
去
へ
と
(
通
常
は
、
自
分
が
讃
み
一
記

憶
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
)
至
っ
た
の
は
、
先
行
す
る
テ
ク
ス

ト
に
封
す
る
反
響
あ
る
い
は
共
鳴
つ
ま
り
引
除
を
作
り
出
す
た

め
で
あ
っ
た
。

ジ
エ
イ
ム
ス
・

R

ハ
イ
タ
ワ
l
]山田
2
月

出

HmrZJ司
2
は
、
こ
う
し
た
共
鳴
川
引
除
こ
そ
、
詩
の
一
句
さ
ら
に

は
詩
全
瞳
の
音

い
も
の
だ
と
提
唱
す
司
旬
伺
O

宰
賓
貝
際
、
中
園
の
韻
文
に
お
い
て
は
、
繰
り



返
さ
れ
る
復
古
の
長
い
停
統
、
暗
記
の
重
親
、
寓
意
の
運
用
に
拍
車

を
か
け
た
抑
匪
的
政
治
瞳
制
、
そ
し
て
「
意
在
言
外
」
の
萌
芽
な
ど

ゆ
え
に
、
詩
に
お
け
る
共
鳴
は
、
意
味
を
強
調
し
や
す
い
。
こ
れ
こ

そ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
プ
ソ
ン
が
今
で
は
古
典
と
な
っ
た

品
物

の
七
つ
の
型
』
で
「
暖
昧
の
第
二
の
型
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

『
暖
昧

共
鳴
や
引
聡
の
解
明
は
唐
代
の
詩
、
散
文
(
黄
庭
堅
が
韓
愈
へ
の
言
及

で
示
し
た
)
、
史
的
学
文
献
、
あ
る
い
は
唐
代
惇
奇
(
グ
レ
ン
・
ダ
ド
ブ

③
 

リ
ッ
ジ
が
、
そ
の
著
『
李
娃
の
物
語
』
で
示
し
た
)
の
謹
解
に
お
い
て
、

ひ
と
し
く
有
放
で
あ
る
こ
と
が
誼
明
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
唐
詩
の
探
究
に
あ
た
り
、
杜
甫
の
詩
の
一
語
一
語
が
な

ん
ら
か
の
素
材
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
い
う
黄
庭
堅
の
主
張
か
ら

始
め
た
。
そ
の
同
時
代
人
で
も
あ
り
歴
史
家
で
も
あ
る
司
馬
光
(
一

。
一
九
l
一
O
八
六
)
の
、
以
下
の
こ
と
ば
で
締
め
く
く
る
こ
と
と
し

ト
J

晶、ハノ。

い
に
し
え
の
人
が
詩
を
作
り
、
意
味
は
こ
と
ば
の
外
に
表
れ

る
と
い
う
見
解
に
高
い
許
債
を
奥
え
た
。
そ
の
結
果
、
人
々
は

そ
れ
〔
H
意
味
〕
を
と
ら
え
る
前
に
、
〔
意
味
が
こ
と
ば
の
外

に
あ
る
可
能
性
を
〕
よ
く
考
え
て
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
古

記
憶
の
再
現
(
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
1

〉

⑩
 

人
潟
詩
，
貴
子
意
在
言
外
。
使
人
思
而
得
之
0
)

附
記

本
論
を
讃
む
に
あ
た
っ
て
は
、
注
③
に
血
事
、
げ
た
、
著
者
ニ
イ
ハ
ウ

ザ
l
数
授
(
川
合
康
三
課
)
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
古
典
詩
の
研

究
|
|
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
」
を
参
照
す
る
の
が
よ
い
。

た
と
え
ば
、
本
論
が
社
甫
「
江
漠
」
を
封
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
に

百
土
っ
た
背
長
と
し
て
、
〉
(
リ

0
5吉
田
や
梅
組
麟
・
責
同
友
工
な
ど
の

先
行
研
究
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
上
記
の
紹
介
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

註①

『

預
J

草
黄
先
生
集
』
巻
十
九
「
答
洪
駒
父
書
一
一
一
首
」
、
二
十
三
葉
裏
、

『
四
部
叢
刊
」
本
。

②
〔
諜
注
〕
メ
ン
タ
ル
・
コ
ー
パ
ス

B
E
E
-
g
G
5
と
は
、
認
知
言

語
血
{
子
を
踏
ま
え
た
概
念
。
言
語
的
知
識
と
は
、
そ
の
人
の
過
去
の
言
語

的
経
験
の
記
憶
の
集
積
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
。
人
間
の
意
識
に
は
、

護
者
あ
る
い
は
聴
き
手
と
し
て
、
あ
る
言
語
表
現
を
受
容
す
る
ご
と
に
、

個
々
の
夜
話
形
式
や
文
脈
ま
で
含
め
た
記
憶
が
残
存
す
る
。
以
後
、
毎

回
言
語
表
現
(
語
葉
・
フ
レ
ー
ズ
・
意
味
・
撃
の
質
・
封
話
の
場
の
欣

況
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か
)
に
出
合
う
ご
と
に
、
過
去
に
蓄
積
さ

れ
た
言
語
的
経
験
が
記
憶
の
中
か
ら
呼
び
出
さ
れ
る
。
す
る
と
、
過
去

の
蓄
積
と
新
し
く
出
曾
っ
た
言
語
表
現
と
が
ど
の
程
度
の
類
似
性
を
有

し
て
い
る
か
が
一
般
化
さ
れ
、
同
時
に
ど
こ
が
濁
創
的
な
の
か
が
見
い
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だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
参
考
文
献
・
・

7
E
H
N
叶
ミ
-oH
吋
マ
ミ
S

H品
目
。
。
込
2
・同。
g
h
s
h
R
Q鳴
白
河
も
、
22NH九九
s
h
b内
足
立
三

OHHCHL

d
E〈
2
巴
ぞ
可
見
出

ω'NOHN

③
〔
誇
注
〕
以
下
に
言
及
さ
れ
る
研
究
者
の
皐
風
、
個
々
の
研
究
成
果

に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

H
・
ニ
イ
ハ
ウ
ザ

l
-
K著
、
川
合
康

三
課
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
園
古
典
詩
の
研
究
|
|
一
九
六
二
年
か

ら
一
九
九
六
年
ま
で
|
|
第
一
部
(
上
)
」
(
『
中
園
文
筆
報
』
第
五
五

冊
、
一
九
九
七
年
)
、
「
同
第
一
部
(
下
)
」
(
『
中
国
文
皐
報
』
第
五
六

冊
、
一
九
九
八
年
)
に
よ
る
紹
介
を
参
照
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

④

(Ue
叶
同
ωHP

叫

J
~
f
h
h
a
h
N
h
h
b
N
3
2
~『
S
え
・
入
院
の
コ
NNS~LUN円、ミ
R
I

HN。
P
Z
2司
JヘO
門]
n
n
o
E
B
E田
口
E
〈

2
2
q
司
H巾団印ゆ

-hu印
mv

⑤
』
山
田
2
』
Jへ
HLEJM1b内
入
山
ミ
ミ
の
を
お
号
町
、
。
託
手

(
u
r
お
お
c
d
E
I

2
2
q
c
H
(リ}戸市山間
CH)
円。
ω団
u
E
G
N

〔
諜
注
〕
同
室
田
の
日
本
語
誇
は
、

劉
若
愚
著
、
佐
藤
保
理
昨
『
新
し
い
漢
詩
鑑
賞
法
』
東
京
・
・
大
修
館
書
出
、

一
九
七
二
年
。

⑥
〔
誇
注
〕
前
掲
の
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
l
論
文
(
川
合
理
時
)
が
重
視
し
て
い

る
の
は
、
以
下
の
三
篇
で
あ
る
。
叶
2
-
E
Y向
2
S
(日J
ヘ戸

r
E四
岡
山
P

F
F

、叶ロ司ロリ
ω
，
辰
巳
ロ
B
ロ
Z
⑦(日早伊丹
5
5
3
〉
口
開
同
2
2
2
5
F
E
m
E
5

5
(
U
2
5
5
B
〔
杜
甫
の
「
秋
岨
ハ
」
|
|
ニ
一
日
話
的
批
評
の
賓
践
〕

aaJ

NHh刷、
dmM、
九
肉
、
。
ど
さ
え
。
¥
与
hNミ
RMNNhh叫
N
E
N∞
]
〕
同
)
十
時

l

∞。リ

Hhvh凶∞'

同市山、口向。五。
B
岨会向山一三戸片山阿ゆり
5
t
c
p
戸
口
門
日
目
白
山
問
。
々

E
寸
mHHMmM)02

門
司
[
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
、
語
法
、
イ
メ
ー
ジ
]
¥
ゅ
同
~
ヘ
巴
ω
日間)}〕印
H
H
ω

。，

zg'
三
⑦
戸

E
Z
E
E口問団

Z
2
3
r
o円
山
口
円
円
匡
-
5
5ロ
E
寸
出
口
問

日U
0
2
3
A
唐
詩
に
お
け
る
意
味
、
メ
タ
フ
ァ

I
、
引
隔
て

HHPH』
切

ω
∞

官官凶∞
]{IU印印リ]戸市

W

吋∞。

⑦
オ
ウ
ウ
エ
ン
『
中
園
古
典
詩
と
詩
皐
』
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
島
ナ
出
版

局
、
一
九
八
五
年
お
な
司
r
g
O岩
内
戸
同
Jミ
S
H
S
F
A
(
u
b
s
S
N
Uミ
ミ

ミ
丸
、
ミ

5
(冨
包
ロ
ロ
ロ
ロ
E
2
5
q
o
H
巧
5
2ロ巴口

3

2
戸
巴
∞
印
)

所

取

の

d
B
2
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岡
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叶
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澄
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。

⑩
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介
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。
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史
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史
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。
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献
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六
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甫
選
集
』
(
上
海
・
・
上
海
古
籍
出
版
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華
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又
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友
工
・
梅
組
麟
は
、
「
老
馬
」
が
第
七
句
の
目
的
語
か
つ
第
八
句

の
主
語
だ
と
論
じ
て
い
る
(
参
照

--zω
百
S
F
ロ
H
n
t
o
p
s
L
H
B戸
問

。
門
司
日
寸

g
m
℃

D
Z
H可
~
同
社
、
d
b
ミ

b
R
g
Q
N
ミ
ヘ
山
包
円
札
円
与
え
3
ω
日

[
-
m
u
吋
戸
]
当
官
印
吋
)

0

⑫
こ
の
表
現
は
下
に
よ
っ
た
o
H
)
2
U
〈

R
Zロロ
¥
-
B
B
L
5
4
2
ι

〉

=
5
5ロ
E
F
H
切
OJコ
同
ミ
a
dミ
え

n』
。
ど
さ
え
。
¥
入
山
』
NQ円N円
切
門
誌
に
N2
印
N

(
戸
市
山
匂

N
Y
唱。

N
N

。

③

目

mFHod司戸れれと
7H印
HD口
百
円
r
H
ν
c
z
q
o門
叶
甲
山

O
(リ
}Hゲ
ロ
リ
リ
リ
同
R
M
M
b
l

ミ
ミ

nhS2-え
夫
、
山
』
ミ
RhHR-礼
Ngω
同
(
石
戸
)
・
印

ω吋
e

⑫
〔
誇
注
〕
「
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
可
能
な
意
味
が
一
つ
の
怠

味
の
中
に
完
全
に
解
消
さ
れ
る
」
(
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
プ
ソ
ン
著
、

岩
崎
宗
治
誇
『
暖
昧
の
七
つ
の
型
(
上
)
』
岩
波
文
庫
、
二

O
O
六
年
、

一
五
三
ペ
ー
ジ
)
。

⑧
〔
誇
注
〕

2
2
口
三
吉
正
m
p
叫
J
ぞ

叫

J

見
守
ミ
ヒ
司
白

hs与
さ
に

。
コ
ロ
ミ
九
同
九
NHEWNO¥
む
の
b
s
a内
切
な
ヨ

¥30ヨ
忌
内
同
S
S
(川
町
ミ
ロ
ミ
(
O
H
I

F
三
口
口
2
2
2
q
w
呂∞
ω)

⑫
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績
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し
て
引
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